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１ 事務局より 

  ○職員部会ニュースコラム担当順 

     ４・５月号 小平市、日野市 

     ６・７月号 国分寺市、国立市 

 

２ 協議事項に関して 

  ○平成３０年度職員部会で扱う内容について 

※ 職員部会研修会 ９月１９日（水） 会場：小平市中央公民館 

  東京都公民館研究大会 課題別集会 ２月３日（日） 会場：東大和市 

 

２つのグループに分かれ、学びたいことや課題などについてグループワーク

を行った。 

「利用者と職員」「講座」「管理運営」「PR」「職員研修」の視点からさま

ざまな意見が出された。 

 

今年度のテーマは「利用者と職員の関わり方」に決定！！！ 

 

 

 

 

 

 

  

発行：東京都公民館連絡協議会 

会長：福生市  

職員部会長：小平市 武井 豊 

日時：原則毎月第 3 水曜日 

会場：小平市中央公民館  

メンバー：日野市（佐藤・大和田） 

国分寺市（单波）・国立市（松田） 

西東京市（三城）・福生市（松浦） 

狛江市（内田）・東大和市（宮鍋） 

昭島市（梶芳）・町田市（矢嶋） 

小金井市（小磯）・小平市（寺本） 

201８～201９ 

職員部会ﾆｭｰｽ 
 

 
 

平成３０年度４・５月 
東京都公民館連絡協議会 

第１・２回職員部会報告 

 

小平市ゆるキャラの 

「ぶるべー」 

ブルーベリーが日本

で初めて農産物とし

て栽培されたのが、

小平市です。 

日野市の「エコクマ・

エコアラ」です。 

エコクマの特技はエコ

クッキングとウォ―ム

ビズで、エコアラの特

技はエコドライブとク

ールビズなんだって。 
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小平市公民館のタイムリーな取組紹介 

 

小平市中央公民館 寺本 真子 

 

小平市では、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向けて様々な事業を

展開しています。今年度、中央公民館では、７月にソウル・バルセロナオリンピック

メダリストで、市内で体操教室を開いている池谷幸雄さんをお招きし、親子体操教室

を開催します。このようなイベントのほか、市内１１の公民館のうち９館で「スポー

ツ振興等事業費補助金」を活用し、外国文化や語学、健康づくりなど１５の講座を実

施していきます。 

私は昨年度、国際理解講座「オリンピック参加国について学んで応援しよう」を担

当し、デンマーク、アイルランド、モルディブについて取り上げました。受講者はだ

いたい毎年同じ顔ぶれ・・・ですが非常に学習意欲が高く、講座中には多くの質問が

飛び交いました。また、新しい利用者を開拓するために１０回の講座のうち１回を土

曜日に開催し、アイリッシュハープのレクチャーコンサートを実施しました。通常講

座の申込みは２１名だったにも関わらず、コンサート当日は８５名の来場がありまし

た。   

講演内容はもちろん素晴らしいものでしたが、講演終了後もハープに触れる機会や

演奏者の方と直接話す時間を設けたため、満足度も高い内容となりました。国際理解

講座を初めて知った方や、外国に興味を示す方が多くいて、盛況のうちに終演するこ

とができました。音楽だと興味を持ちやすく、また国によって雰囲気が異なり、理解

を進める一歩になると思いました。今年度も市民の皆様が楽しく学びながら、地域が

つながる機会を設けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後になりましたが、以前から職員部会の担当になっている方も新しく担当になっ

た方も、お互い刺激を受け合い、一緒により充実した職員部会を作り上げていきまし

ょう。皆様ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

小平市 

 

 

 講座では調理実習を行い、

モルディブ料理を作りまし

た。講師のお母様とお子様

にもお越しいただき、三世

代と交流できました。 

 

アイルランドの歴史やアイ

リッシュハープについてな

どを、素晴らしい演奏とと

もに学びました。 

 

コンサート終了後、実際

にアイリッシュハープに

触れることができまし

た。お子様から大人ま

で、皆さん興味津々！ 
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「話し合おう！考えよう！これからの公民館を」 

～公民館についてみんなで考える講座を開催しています 

 

日野市中央公民館 佐藤 岳彦 

 

日野市では３月のはじめに「話し合おう！考えよう！これからの公民館を～公民館

の新たな可能性と交流のかたち」という講座を開催しました。 

この講座の目的は公民館の利用者とともに「公民館がどういう役割を持つ施設か」

について学び、これからの公民館のあり方を一緒に考えていくことにあります。 

前半は帝京大学の丹間康仁先生に「公民館のこれまでとこれからの可能性を考える」

というテーマでお話いただき、後半は「公民館で交流を広げるためには？」をテーマ

にワールド・カフェ形式で意見交換を行いました。職員が１人ずつ班の進行を担当し、

班ごとにダンボールの円卓を囲んでひざをつめながら話すうち、心の距離も近くなり、

公民館での交流の現状や講座、職員などについて、結構活発な意見もとびだしました。 

これに気をよくして（？）６月下旬には第二弾「話し合おう！考えよう！これから

の公民館を～今、公民館だからできることって？」を開催する予定です。今度は職員

が「ちょっといいと思った他市の実践」をプレゼンしたり、利用者の側から「公民館

でこんなことができたらいいのに。」という思いを語ってもらったりする予定です。

もしかすると、これを読んでいるみなさんの市の実践が紹介されるかも・・。 

この一連の講座が「公民館のこれから」について、職員と利用者とがもっと自由に、

それぞれの思いを語り、考えあうきっかけになれば、と考えています。 

    

△円卓に書き込まれたメッセージの数々  △講座終了後には有志で記念撮影も 

 

【職員部会にむけて】 

この職員部会には昨年の途中から出席していますが、今年度は副部会長市という

ことで、来年度を念頭にしっかりと学びつつ、参加していきたいと考えています。 

  また、他市の公民館職員のみなさんと情報交換できる貴重な機会でもあるので、

時にはそれぞれに担当している講座の紹介なども（研究大会とは別に）しあえたら

よいのでは、と思っています。さらに、部会終了後の自主研修会（！）の機会等も

あれば前向きに参加したいので、あわせてよろしくお願いします。 

日野市 


